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在
宅
に
お
け
る
医
療
・
介
護
の
提
供
と
は 
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地
域
で
寝
た
き
り
の
方
あ
る
い
は
通
院
で
き
な
い
患
者
様
に
対
し
て
、
訪
問
診
療
す
る
こ
と

を
「
在
宅
医
療
」
と
し
て
多
く
の
方
々
が
認
識
し
て
い
ま
す
。『
地
域
の
住
民
が
住
み
慣
れ
た
所

で
安
心
し
て
暮
し
て
い
け
る
様
に
支
援
す
る
為
の
一
環
と
し
て
』
、
こ
の
在
宅
医
療
を
か
か
り
つ

け
医
は
大
き
な
柱
と
し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
の
高
齢
者
の
医
療
と
介
護
の
協
働
す
る
地
域
ケ
ア
体
制
の
整
備
に
お
い
て
、
従
来
か
ら

の
「
病
院
・
施
設
に
お
け
る
療
養
」
と
と
も
に
「
在
宅
療
養
」
も
医
療
を
通
じ
て
支
え
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
実
現
に
は
、
地
域
を
ひ
と
つ
の
病
棟
と
捉
え
る
視
点
な
ど
、
要
と

な
る
医
師
の
意
識
改
革
と
支
援
が
医
療
サ
イ
ド
の
重
要
な
責
務
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢

化
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
二
〇
二
五
年
に
向
け
た
高
齢
者
の
医
療
と
介
護
に
つ
い
て
、
日
本
医
師
会

は
、
以
下
の
三
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
と
七
つ
の
提
言
を
医
療
側
の
方
々
に
打
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 
 
 

 

―
三
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
― 

一
、
尊
厳
と
安
心
を
創
造
す
る
医
療 

二
、
暮
ら
し
を
支
援
す
る
医
療 

三
、
地
域
の
中
で
健
や
か
な
老
い
を
支
え
る
医
療 

 

―
七
つ
の
提
言
― 

一
、
高
齢
者
の
尊
厳
の
具
現
化
に
取
り
組
も
う
。 

二
、
病
状
に
応
じ
た
適
切
な
医
療
提
供
あ
る
い
は
橋
渡
し
を
も
担
い
利
用
者
の 

安
心
を
創
造
し
よ
う
。 

三
、
高
齢
者
の
医
療
・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
っ
て
生
活
機
能
の
維
持
・ 

改
善
に
努
め
よ
う
。 

四
、
多
職
種
連
携
に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
参
加
し
よ
う
。 

五
、
住
ま
い
・
居
宅
（
多
様
な
施
設
）
と
連
携
し
よ
う
。 

六
、
壮
年
期
・
高
齢
期
に
わ
た
っ
て
の
健
康
管
理
・
予
防
に
係
わ
っ
て
い
こ
う
。 

七
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
地
域
づ
く
り
、
地
域
ケ
ア
体
制
整
備
に
努
め 

よ
う
。 

  

日
本
医
師
会
は
右
記
の
三
つ
の
考
え
方
、
七
つ
の
提
言
が
広
く
社
会
に
受
け
入

れ
ら
れ
、
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
ま
た
地
域
に
お
け
る
「
在
宅
で
死
を
迎
え

る
事
」
の
追
求
と
支
援
を
も
行
い
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
死
も
看
取
り
は
多
様
な
選

択
肢
が
あ
り
、
た
と
え
医
療
提
供
者
で
あ
っ
て
も
他
者
強
制
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
が
求
め
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
と
介
護
、
社
会
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
者
様
本
位
に
地
域
で
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
先
に
は
、
家
族
や
友

人
・
知
人
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
生
活
の
場
に
お
け
る
安
ら
か
な
眠
り
へ
の
看
取
り

が
あ
る
と
考
え
た
い
。
と
提
唱
し
ま
し
た
。 

 

在
宅
の
延
長
上
に
あ
る
、
こ
の
「
望
洋
荘
」
に
も
多
く
の
方
々
が
在
宅
医
療
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
嘱
託
医
、
須
田
医
院
と
病
診
連
携
し
て
頂
い
て
い
る
近
く

の
病
院
、
診
療
所
（
神
経
内
科
、
眼
科
、
皮
膚
科
、
歯
科
、
・
・
・
）
の
先
生
方
に

私
た
ち
の
施
設
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す
。
入
所
者
様
に

と
っ
て
本
当
に
あ
り
が
た
い
事
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
永
住
の
場
と
な
っ
て
い
る

「
望
洋
荘
」
入
所
者
様
の
住
み
や
す
い
環
境
作
り
を
職
員
は
率
先
し
て
、
心
身
の

介
護
と
話
し
合
い
の
で
き
る
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
姿
を
見
な
が
ら
多

く
の
先
生
方
が
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
在
宅
医
療
に
賛
同
し
私
た
ち
を
支
援
し

て
頂
け
る
事
を
念
じ
て
い
ま
す
。 
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今
年
も
お
花
見
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
桜
の
開
花
情
報

を
収
集
し
な
が
ら
行
事
予
定
日
よ
り
二
日
遅
れ
の
四
月
四
日

午
前
十
時
よ
り
、
毎
日
ユ
ニ
ッ
ト
毎
に
お
花
見
に
出
掛
け
ま

し
た
。 

                      

午
前
の
部
は
予
定
当
初｢

大
畑
公
園｣

に
行
く
予
定
で
し
た

が
、
桜
の
咲
き
具
合
が｢

下
川
公
園｣

の
方
が
良
い
と
の
事
で

変
更
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
の
部
は
お
弁
当
（
お
結
び
）
と

お
や
つ
を
持
っ
て
出
掛
け
、
公
園
の
桜
の
下
で
み
ん
な
で
楽

し
く
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
普
段
で
は
味
わ
え
な
い
開
放
感

に
食
欲
も
進
み
二
個
の
お
結
び
を
ぺ
ろ
り
と
平
ら
げ
る
姿
も 

                      

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
花
見
と
言
え
ば
何
と
言
っ
て
も

お
酒
で
す
ね
！
ワ
ン
カ
ッ
プ
片
手
に
ご
満
足
の
入
居
者
様
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

多
少
肌
寒
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
雨
も
な
く
無
事
予
定

通
り
実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
入
居
者
様
に
も
す
ご
く

喜
ん
で
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。 

                      

「
お
花
見
」
四
月
四
日
～
七
日 

 下川公園の桜も丁度満開で見ごろを迎えていました。平日にも関わらず多くの花

見客が花見を楽しまれていました。行き交う人皆さんが、「こんにちわ」と挨拶さ

れたり、話し掛けて頂いたりと入居者様もご機嫌でした。 

 須田医院さんの前の公園も桜が丁度見ごろを迎えていました。須田医院さんより

差入れを頂いたり、職員の皆様にお手伝い頂いたり、おかげさまで楽しいお花見を

する事が出来ました。ありがとうございました。 

 桜の木の下で昼食会、お結びを頬張る姿を激写しました。本当に美味しそうに召

し上がっています。日本酒の味も格別だった様です。ちゃかり施設の職員もご相伴

(お結びの方を)させて戴きました。 



立川 談幸 師匠  
（第 97回いわき寄席 H18.4.20）  

 

一日千秋 
良き出会い 

立川 談幸 師匠  
（第 97回いわき寄席 H18.4.20）  

片方が 
笑いころげる 

二人連れ 

立川 談幸 師匠  
（第 97回いわき寄席 H18.4.20）  

客席の 
ゲラが助ける 

勉強会  

立川 談幸 師匠  
（第 97回いわき寄席 H18.4.20）   

惚れて 
通えば 

千里も一里 

立川 談幸 師匠  
（第 97回いわき寄席 H18.4.20）  

常連の 
笑みで安堵の 

ハネ太鼓 
 

立川 談幸 師匠  
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縁は 
異な物 

さて 味な物  
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日々 是口実 
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

立
川 

談
幸
師
匠
の
作
品
で
す
。 

 

○
第
九
七
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
八
年
四
月
二
十
日 

  
 

（
演
目
）
短
命
、
文
七
元
結 

 
 

 

                  

                            

                            

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
⑲ 
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四
月
二
一
日
（
土
）
午
前
十
時
三
〇
分
よ
り
、
平
成
十
九

年
度
の
望
洋
荘
事
業
方
針
等
を
ご
家
族
様
に
知
っ
て
頂
く
為

に
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
・
生
活
相
談
員
よ
り
「
現
状
に
お
け
る
個
別
ケ
ア
の
状
況
」

や
「
今
年
度
の
施
設
行
事
計
画
」
・「
今
年
度
各
ユ
ニ
ッ
ト
の

行
事
計
画
」
の
説
明
が
あ
り
、
事
務
か
ら
は
「
入
居
者
様
の

貴
重
品
等
の
管
理
」
の
説
明
を
致
し
ま
し
た
。
望
洋
荘
と
し

て
今
年
度
「
個
別
ケ
ア
の
充
実
」
を
目
標
に
立
て
入
居
者
様

の
ケ
ア
を
行
な
っ
て
行
く
事
を
ご
家
族
様
に
も
ご
理
解
頂
け

た
と
思
い
ま
す
。
途
中
「
入
居
者
様
の
望
洋
荘
で
の
生
活
」

を
上
映
致
し
ま
し
た
。
出
席
頂
い
た
多
く
の
ご
家
族
様
よ
り

感
動
さ
れ
た
と
い
う
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
説
明
会
の
中
で
「
家
族
会
」
を
作
る
話
題
が
出
て
、

多
く
の
ご
家
族
様
よ
り
賛
同
を
頂
き
会
の
結
成
に
向
け
て
、

お
世
話
役
を
引
受
け
て
下
さ
る
ご
家
族
様
の
選
出
が
あ
り
、

現
在
「
望
洋
荘
家
族
会
」
結
成
に
向
け
御
尽
力
頂
い
て
お
り

ま
す
。 

         

  

五
月
四
日
（
金
）
午
前
十
時
～
午
前
十
一
時 

 
 

豊
間
地
区
子
供
会 

｢

子
供
み
こ
し｣

 

来
荘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
月
十
三
日
（
日
）
午
前
の
部
十
時
～ 

 

午
後
の
部
三
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

全
ユ
ニ
ッ
ト
「
母
の
日
を
祝
う
会
」 

 

五
月
二
三
日
（
水
）
午
前
十
時
三
〇
分
～ 

 
 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
「
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
」 

 

五
月
二
五
日
（
木
）
午
前
十
時
～
午
前
十
一
時 

 
 
 
 
 
 
 

正
面
玄
関
ホ
ー
ル
・
塩
屋
岬
広
場 

「
キ
ャ
プ
テ
ン
船
水
」
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏 

 

五
月
二
五
日
（
金
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
「
ド
ラ
イ
ブ
」
塩
屋
崎
灯
台 

 
五
月
三
〇
日
（
水
）
午
前
九
時
四
五
分
～ 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
「
買
い
物
と
ド
ラ
イ
ブ
」
エ
ブ
リ
ア 

 

【
五
月
の
お
誕
生
会
】 

五
月
一
日
（
火
）
午
後
三
時
～ 

 
 

薄
磯 

山
際 
イ
ク
様
（
一
〇
二
歳
）
誕
生
会 

五
月
五
日
（
土
）
午
前
十
時
～ 

 
 

豊
間 

赤
間 

直
子
様
（
七
七
歳
）
誕
生
会 

 

五
月
九
日
（
水
）
午
前
十
時
～ 

 
 
 

薄
磯 

吉
田 

貞
雄
様
（
七
六
歳
）
誕
生
会 

五
月
一
〇
日
（
木
）
午
前
十
時
～ 

 
 
 

永
崎 

小
林 

ヤ
エ
様
（
七
七
歳
）
誕
生
会 

五
月
二
一
日
（
月
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

薄
磯 

猪
狩 

芳
枝
様
（
八
〇
歳
）
誕
生
会 

  

今
年
度
よ
り｢

お
誕
生
会｣

の
開
催
方
法
に
変
更
が
あ
り

ま
す
。
従
来
そ
の
月
に
お
誕
生
日
を
迎
え
る
方
全
員
を
対

象
に
月
ご
と
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り

入
居
者
様
の
誕
生
日
の
日
に
個
々
に
行
な
う
事
に
な
り
ま

し
た
。
四
月
も
五
名
の
入
居
者
様
が
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
個
別
に｢

お
誕
生
会｣

を
開
催
致

し
ま
し
た
。 

ご
家
族
の
方
々
に
置
か
れ
ま
し
て
も
、
お
誕
生
会
に
は

是
非
ご
来
荘
頂
き
、
一
緒
に
お
誕
生
日
を
お
祝
い
し
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
ス
タ
ッ
フ
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

               

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
九
年
四
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

  

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 
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今
月
の
言
葉
そ
の

（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 

｢

お
誕
生
会｣

に
つ
い
て
の
ご
案
内 

五
月
の
行
事
予
定 

｢
家
族
説
明
会｣

の
開
催 


